
副院長

内 田　靖

　昨年、地域医療連携の担当となり１年が過ぎました。コロナ禍ではありましたが、出来るだけ対面で
お話させていただきたく、先生方に時間を作っていただき、訪問させていただきました。その節は本当
にありがとうございました。
　しかしコロナ感染７波・８波の際には、当院の入院病床がひっ迫する日が続き、職員も感染等により
自宅待機者が多くなり、外来縮小・救急制限など一般診療・救急診療に影響が生じたため、先生方にご
迷惑をおかけしたことを、深くお詫び申し上げます。一方で、近隣の医療機関さまのご支援（重症外患
者の円滑な受け入れ）にて、当院の危機的状況が回避できたことを、ご報告ならびに御礼申し上げます。
　県の試算で、松江医療圏では 2030 年まで入院加療が必要な高齢患者さまが増えると報告されました。
今回の経験で、当院のみでこの地区の救急医療を担うことは不可能であり、近隣の医療機関さま・かか
りつけ医さまとの連携強化がいかに重要なことであるかが、明白となりました。この圏域の医療を支え
るため、先生方と膝をつき合わせた協議をさせていただきたいと考えております。
　最後になりましたが、今春、大居院長から副院長を命ぜられました。微力ではありますが精進してい
く所存ですので、今後ともご指導ご鞭撻いただきますようお願い申し上げます。

松江赤十字病院　地域医療連携課
〒690-8506 松江市母衣町200番地
ＴＥＬ 0852-32-7813　ＦＡＸ 0852-27-9261

松澤　 慧
まつざわ けい

研修医として採用されました、鳥取大学卒、松澤
慧と申します。趣味はゴルフです。同じ趣味の方
がおられましたら、ぜひ一緒にラウンドして下さ
い。２年間よろしくお願いします。

西澤 譲司
にしざわ じょうじ

医師としての第一歩をこの松江赤十字病院で歩ませ
て頂くにあたって、多くの方に迷惑をかけると思い
ますが、分からないことを恥ずかしがらずに謙虚な
姿勢で学びたいと思います。よろしくお願いします。

安藤 辰朗
あんどう たつろう

鳥取大学卒の安藤辰朗です。元々の出身地は埼玉県で
す。身体を動かすことが好きです。外科系の診療科を
志望しています。山陰地方の医療に少しでも貢献できる
よう努力していきたいです。よろしくお願いいたします。

森脇 聡美
もりわき さとみ

鳥取大学から来ました、森脇聡美と申します。赤十字
精神に基づいた医療に少しでも早く貢献できるよう精進
して参ります。明るく元気に頑張っていこうと思います
ので、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

田中 誠幸
たなか まさゆき

研修医１年目の田中誠幸です。鳥取大学の卒業で
出身は松江市です。部活はサッカーをしていたた
め体力には自信があります。精一杯頑張りますの
でご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願いします。

宮本 拓弥
みやもと たくみ

初めまして、研修医１年目の宮本拓弥と申します。
知識・経験ともにまだまだ不十分ですが、少しで
も日々成長できるように努めてまいりますので、
どうぞよろしくお願いいたします。

甲佐 勇陽
こうさ はやお

静岡県出身、宮崎大学卒業の甲佐と申します。医
師としても島根県民としても未熟者ですが、精一
杯自分にできることをやっていきたいと思いま
す。よろしくお願いします。

松田 浩輔
まつだ こうすけ

島根大学出身の松田浩輔と申します。大学では準
硬式野球部に所属しておりました。一生懸命頑張
りますので、何卒よろしくお願い致します。

母里 晴太郎
もり せいたろう

私は島根で生まれ育ったのですが、自然豊かで料
理のおいしい魅力たくさんな島根が大好きです。
そんな愛する地元の医療に貢献できるよう、日々
努力を続けていきたいと思います。

宮城 幸平
みやぎ こうへい

元気がとりえです！

熱田 百香
あつた ももか

出雲市出身の熱田百香と申します。県外に進学しまし
たが、就職を機に地元島根に戻って参りました。まだ右
も左も分かりませんが、すべてに真剣に、丁寧に取り組
む心を忘れずに邁進していきたいと思っております。

野々村 鴻
ののむら こう

地元の医療に貢献できるように頑張ります！
趣味は釣りと筋トレと麻雀なのでもし機会があれ
ばそちらの方もよろしくお願いします！

平石 直人
ひらいし なおと

島根大学を卒業しました平石直人と申します。出身
は兵庫県ですが、人生の１／４を過ごした島根県で
立派な医師になれるよう精一杯努力いたしますの
で、ご指導ご鞭撻の程よろしくお願いいたします。

副院長

城田 欣也

　令和５年４月１日に副院長を拝命しました。救命救急部門、集中治療部門、災害対策、診療情報管理
を主に担当いたします。就任にあたりご挨拶申し上げます。
　松江赤十字病院は地域中核病院として、島根県松江市をはじめとする地域の健康と福祉に貢献してま
いりました。また三次救命救急センターとして、緊急時には全力で患者様を救うことができる病院です。
　私自身は循環器内科医師として本院に入職以来、27年にわたり患者様に貢献するために尽力してまい
りました。これからも私たち医療従事者は地域の皆様に必要とされる医療を提供し、より良い医療体制
を構築していくことが必要です。特に松江市をはじめとする地域の高齢化が進む中、医療・介護連携に
取り組み、地域の皆様の健康寿命を延ばすために貢献してまいりたいと考えています。
　今後は副院長として病院運営に携わり、医療従事者として、より良い医療・看護・介護を提供するた
めの努力を続けてまいります。皆様からのご支援とご協力をいただきながら、病院の発展に全力で取り
組んでまいります。どうぞよろしくお願いいたします。

副院長

加納さえ子

　地域の医療機関の皆様には日頃から医療連携で大変お世話になっております。また、約３年間に渡り
私たちの生活様式を一変させた、新型コロナウイルス感染症が５月８日から５類へ変更となります。引
き続き感染予防対策が必要ですが、コロナ禍でも変わらず私たち松江赤十字病院の職員に対し、多くの
温かいお言葉やご支援、ご協力を頂き、心より感謝申し上げます。
　この度４月１日付で副院長兼看護部長を拝命しました。就任にあたりご挨拶申し上げます。看護部長、
病床管理室長、患者相談・サポート室長として看護部統括、患者総合支援を担当いたします。副院長と
いう重責に身の引き締まる思いで、緊張や不安を抱えながらの毎日です。しかし看護部長が兼務だから
こそ果たすことができる役割もあると考え、日々努力していく所存です。
　2024年には第８次医療計画が実施され、５疾病・６事業、特に新興感染症への対応など益々地域の
それぞれの機関が、役割を発揮できるような強い連携が求められます。多職種によるチーム医療により、
当院に求められる急性期病院の機能を発揮し、地域住民の生活を支えることが出来るよう連携させてい
ただきたいと思っております。至らない点も多いと思いますが、今後ともご指導、ご鞭撻のほどよろし
くお願い申し上げます。
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ご紹介ありがとうございました。
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●令和５年３月31日付

副院長　　　　　　　　村　田　陽　子
病理診断科部長　　　　三　浦　弘　資
糖尿病・内分泌内科医師　　伊　藤　麻由菜
腎臓内科医師　　　　　大　庭　雅　史
消化器内科医師　　　　戎　谷　悠　里
精神神経科部長　　　　室　津　和　男

脳神経内科医師　　　金　谷　優　広
第二循環器内科医師　　辻　本　大　起
第一外科医師　　　　川　上　晃　樹
第二外科医師　　　　玉　木　加　歩
第二外科医師　　　　内　藤　聖　記
脳神経外科医師　　　土　江　遼　平
泌尿器科医師　　　　小　山　優　里

●令和５年４月30日付

集中治療科医師　　　松　本　慶　太
歯科口腔外科医師　　原　田　祐　貴
歯科口腔外科医師　　井　田　すみれ

第一形成外科医師　　内　村　久　仁

内　田　　　靖
城　田　欣　也
加　納　さえ子
石　王　　　覚

副 院 長

副 院 長

副 院 長

精神神経内科部長

昇　任

西　健 
にし たけし

第二外科副部長

消化器外科、特に肝胆膵外科を中心に島根大学で研鑽
を積んできました。肝胆膵疾患でお困りの症例がござ
いましたら、ぜひご相談頂ければ、幸いです。

2/1 付

荒川 里菜
あらかわ りな

糖尿病・内分泌内科医師

今年４月に糖尿病・内分泌内科に赴任しました荒川里
菜と申します。患者様と共に歩む心構えで治療を行い
ます。何卒宜しくお願い申し上げます。

4/1 付

糸賀 健一
いとが けんいち

腎臓内科医師

腎臓内科の糸賀健一と申します。松江市の出身であり、
地元の事は比較的理解できているとは思いますが、ま
だまだ至らない点が多々ありますので、今後ともよろ
しくお願い致します。

4/1 付

坪内 信彦
つぼうち のぶひこ

救急部医師

４月より松江赤十字病院救命救急センターに着任した
坪内と申します。地域の皆様のためにがんばってまい
ります。よろしくお願い申し上げます。

4/1 付

山﨑　 潮
やまさき うしお

救急部パート医師

県立中央病院から来ました。
救急外来・救急病棟を中心に勤務しておりますので宜
しくお願いします。

4/1 付

竹内 優子
たけうち ゆうこ

歯科口腔外科医師

地域医療に少しでも貢献できるよう尽力して参ります。
至らない点が多々あると思いますが、ご指導ご鞭撻の
ほど宜しくお願いします。

4/1 付

宮内 瑠依
みやうち るい

歯科口腔外科医師

平素よりお世話になっております。至らぬ点も多々あ
ろうかとは思いますが、地域医療に尽力できるよう精
進します。何卒宜しくお願い致します。

4/1 付

田村　 丈
たむら じょう

泌尿器科医師

鳥取大学出身の田村と申します。排尿障害から泌尿器
領域の悪性腫癌の診断治療まで全般的に診させて頂き
ます。皆様のお役に立てるよう頑張りますのでよろし
くお願い申し上げます。

4/1 付

野田 祥平
のだ しょうへい

第一麻酔科医師

島根大学医学部附属病院から赴任してまいりました野
田祥平と申します。地元である松江の医療に貢献でき
るよう日々尽力いたしますので何卒よろしくお願い申
し上げます。

4/1 付

田中 優衣
たなか ゆい

第一形成外科医師

島根大学を卒業し、医師３年目の田中と申します。本
年度より形成外科の道に進み研鑽を積んで参りたいと
思っております。若輩者ではございますが１日でも早
く皆様のお力になれるよう努力して参ります。

4/1 付

齋藤 　旭
さいとう あさひ

脳神経外科医師

この度、松江赤十字病院脳神経外科に着任いたしまし
た。医師３年目の齋藤旭と申します。現在は専門医の
取得に向けて、日々精進しております。今後ともよろ
しくお願いいたします。

4/1 付

青木 　光
あおき ひかる

第一小児科医師

益田赤十字病院総合診療専門研修プログラムを専攻して
いる医師４年目の青木光です。松江赤十字病院では、３ヶ
月小児科、９ヶ月救急科で研修させて頂きます。至らな
い所もあるかと思いますが、よろしくお願いします。

4/1 付

岡村 拓樹
おかむら ひろき

第一外科医師

今年度から松江赤十字病院第一外科で勤務することに
なりました。皆様に少しでも貢献できるよう精進して
参ります。何卒宜しくお願いします。

4/1 付

大滝 聡美
おおたき さとみ

消化器内科医師

皆さま、はじめまして。島根大学から参りました大滝と
申します。後期研修期間に赤十字という歴史と実績のあ
る機関で研鑽をさせて頂くことが叶い感謝の日々を送っ
ております。ご指導、ご鞭撻の程宜しく申し上げます。

4/1 付

植田 祐子
うえだ ゆうこ

精神神経科医師

４月より精神神経科医師として採用になりました。初
めての松江生活にわくわくしています。卒後３年目、
精神科医としては１年目と未熟ではありますが日々精
進して参りますので宜しくお願いします。

4/1 付

増田 恭隆
ますだ やすたか

脳神経内科医師

平素より大変お世話になっております。新しく４月よ
り赴任して参りました増田と申します。脳神経内科全
般に今尚勉強中の身ではありますが、どうぞお気軽に
ご相談下さい。宜しくお願い申します。

4/1 付

福本 菜摘
ふくもと なつみ

第二循環器内科医師

鳥取大学から赴任致しました。循環器内科は３年目に
なります。まだまだ勉強中の身ではありますが地域の
皆様に貢献できるよう頑張ります。よろしくお願い致
します。

4/1 付

お世話に
なりました
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副院長

内 田　靖

　昨年、地域医療連携の担当となり１年が過ぎました。コロナ禍ではありましたが、出来るだけ対面で
お話させていただきたく、先生方に時間を作っていただき、訪問させていただきました。その節は本当
にありがとうございました。
　しかしコロナ感染７波・８波の際には、当院の入院病床がひっ迫する日が続き、職員も感染等により
自宅待機者が多くなり、外来縮小・救急制限など一般診療・救急診療に影響が生じたため、先生方にご
迷惑をおかけしたことを、深くお詫び申し上げます。一方で、近隣の医療機関さまのご支援（重症外患
者の円滑な受け入れ）にて、当院の危機的状況が回避できたことを、ご報告ならびに御礼申し上げます。
　県の試算で、松江医療圏では 2030 年まで入院加療が必要な高齢患者さまが増えると報告されました。
今回の経験で、当院のみでこの地区の救急医療を担うことは不可能であり、近隣の医療機関さま・かか
りつけ医さまとの連携強化がいかに重要なことであるかが、明白となりました。この圏域の医療を支え
るため、先生方と膝をつき合わせた協議をさせていただきたいと考えております。
　最後になりましたが、今春、大居院長から副院長を命ぜられました。微力ではありますが精進してい
く所存ですので、今後ともご指導ご鞭撻いただきますようお願い申し上げます。

松江赤十字病院　地域医療連携課
〒690-8506 松江市母衣町200番地
ＴＥＬ 0852-32-7813　ＦＡＸ 0852-27-9261

松澤　 慧
まつざわ けい

研修医として採用されました、鳥取大学卒、松澤
慧と申します。趣味はゴルフです。同じ趣味の方
がおられましたら、ぜひ一緒にラウンドして下さ
い。２年間よろしくお願いします。

西澤 譲司
にしざわ じょうじ

医師としての第一歩をこの松江赤十字病院で歩ませ
て頂くにあたって、多くの方に迷惑をかけると思い
ますが、分からないことを恥ずかしがらずに謙虚な
姿勢で学びたいと思います。よろしくお願いします。

安藤 辰朗
あんどう たつろう

鳥取大学卒の安藤辰朗です。元々の出身地は埼玉県で
す。身体を動かすことが好きです。外科系の診療科を
志望しています。山陰地方の医療に少しでも貢献できる
よう努力していきたいです。よろしくお願いいたします。

森脇 聡美
もりわき さとみ

鳥取大学から来ました、森脇聡美と申します。赤十字
精神に基づいた医療に少しでも早く貢献できるよう精進
して参ります。明るく元気に頑張っていこうと思います
ので、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

田中 誠幸
たなか まさゆき

研修医１年目の田中誠幸です。鳥取大学の卒業で
出身は松江市です。部活はサッカーをしていたた
め体力には自信があります。精一杯頑張りますの
でご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願いします。

宮本 拓弥
みやもと たくみ

初めまして、研修医１年目の宮本拓弥と申します。
知識・経験ともにまだまだ不十分ですが、少しで
も日々成長できるように努めてまいりますので、
どうぞよろしくお願いいたします。

甲佐 勇陽
こうさ はやお

静岡県出身、宮崎大学卒業の甲佐と申します。医
師としても島根県民としても未熟者ですが、精一
杯自分にできることをやっていきたいと思いま
す。よろしくお願いします。

松田 浩輔
まつだ こうすけ

島根大学出身の松田浩輔と申します。大学では準
硬式野球部に所属しておりました。一生懸命頑張
りますので、何卒よろしくお願い致します。

母里 晴太郎
もり せいたろう

私は島根で生まれ育ったのですが、自然豊かで料
理のおいしい魅力たくさんな島根が大好きです。
そんな愛する地元の医療に貢献できるよう、日々
努力を続けていきたいと思います。

宮城 幸平
みやぎ こうへい

元気がとりえです！

熱田 百香
あつた ももか

出雲市出身の熱田百香と申します。県外に進学しまし
たが、就職を機に地元島根に戻って参りました。まだ右
も左も分かりませんが、すべてに真剣に、丁寧に取り組
む心を忘れずに邁進していきたいと思っております。

野々村 鴻
ののむら こう

地元の医療に貢献できるように頑張ります！
趣味は釣りと筋トレと麻雀なのでもし機会があれ
ばそちらの方もよろしくお願いします！

平石 直人
ひらいし なおと

島根大学を卒業しました平石直人と申します。出身
は兵庫県ですが、人生の１／４を過ごした島根県で
立派な医師になれるよう精一杯努力いたしますの
で、ご指導ご鞭撻の程よろしくお願いいたします。

副院長

城田 欣也

　令和５年４月１日に副院長を拝命しました。救命救急部門、集中治療部門、災害対策、診療情報管理
を主に担当いたします。就任にあたりご挨拶申し上げます。
　松江赤十字病院は地域中核病院として、島根県松江市をはじめとする地域の健康と福祉に貢献してま
いりました。また三次救命救急センターとして、緊急時には全力で患者様を救うことができる病院です。
　私自身は循環器内科医師として本院に入職以来、27年にわたり患者様に貢献するために尽力してまい
りました。これからも私たち医療従事者は地域の皆様に必要とされる医療を提供し、より良い医療体制
を構築していくことが必要です。特に松江市をはじめとする地域の高齢化が進む中、医療・介護連携に
取り組み、地域の皆様の健康寿命を延ばすために貢献してまいりたいと考えています。
　今後は副院長として病院運営に携わり、医療従事者として、より良い医療・看護・介護を提供するた
めの努力を続けてまいります。皆様からのご支援とご協力をいただきながら、病院の発展に全力で取り
組んでまいります。どうぞよろしくお願いいたします。

副院長

加納さえ子

　地域の医療機関の皆様には日頃から医療連携で大変お世話になっております。また、約３年間に渡り
私たちの生活様式を一変させた、新型コロナウイルス感染症が５月８日から５類へ変更となります。引
き続き感染予防対策が必要ですが、コロナ禍でも変わらず私たち松江赤十字病院の職員に対し、多くの
温かいお言葉やご支援、ご協力を頂き、心より感謝申し上げます。
　この度４月１日付で副院長兼看護部長を拝命しました。就任にあたりご挨拶申し上げます。看護部長、
病床管理室長、患者相談・サポート室長として看護部統括、患者総合支援を担当いたします。副院長と
いう重責に身の引き締まる思いで、緊張や不安を抱えながらの毎日です。しかし看護部長が兼務だから
こそ果たすことができる役割もあると考え、日々努力していく所存です。
　2024年には第８次医療計画が実施され、５疾病・６事業、特に新興感染症への対応など益々地域の
それぞれの機関が、役割を発揮できるような強い連携が求められます。多職種によるチーム医療により、
当院に求められる急性期病院の機能を発揮し、地域住民の生活を支えることが出来るよう連携させてい
ただきたいと思っております。至らない点も多いと思いますが、今後ともご指導、ご鞭撻のほどよろし
くお願い申し上げます。
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